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児
童
手
当
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

　
児
童
手
当
制
度
は
、
家
庭
な
ど
に

お
け
る
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
と

と
も
に
、
次
代
の
社
会
を
担
う
児
童

の
健
や
か
な
成
長
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
子
ど
も
を
養
育
し
て
い

る
方
に
手
当
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

　
受
給
す
る
た
め
に
は
申
請
が
必
要

で
、
転
入
・
出
生
な
ど
に
よ
り
児
童

手
当
を
申
請
す
る
場
合
、　
日
以
内

15

に
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。　15

日
を
過
ぎ
た
場
合
、
申
請
を
し
た
日

の
翌
月
か
ら
の
支
給
対
象
に
な
る
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
毎
年
6
月
に
児
童
手
当
現

況
届
（
更
新
の
手
続
き
）
が
あ
り
ま

す
。
関
係
書
類
は
6
月
は
じ
め
に
郵

送
予
定
で
す
の
で
、
必
ず
6
月
末
ま

で
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
公
務
員
の
み
な
さ
ん
は
、
職
場
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
職
場
か

ら
の
支
給
）。

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
（
〒

2
7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2

3
6
4
―
2
・
緯
内
線
2
4
8
）。

軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
の

　
　
補
聴
器
購
入
費
助
成
を

　
　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

■対 
印
西
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、　18

歳
未
満
で
、
次
の
条
件
を
全
て
満
た

す
児
童
。

▼
対
象
児
が
属
す
る
世
帯
に
市
民
税

所
得
割
額
　
万
円
以
上
の
者
が
い
な

46

い
こ
と
▼
補
聴
器
の
装
用
に
よ
り
、

言
語
の
習
得
等
に
一
定
の
効
果
が
期

待
で
き
る
こ
と
▼
両
耳
の
聴
力
レ
ベ

ル
が
　
デ
シ
ベ
ル
未
満
で
医
師
が
補

70

聴
器
の
装
用
を
必
要
と
認
め
る
こ
と

▼
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
の
対
象

と
な
ら
な
い
者
で
あ
る
こ
と

胸
助
成
対
象
補
聴
器
…
軽
・
中
・
高
・

重
度
難
聴
用
（
ポ
ケ
ッ
ト
型
・
耳
か

け
型
）、
耳
あ
な
型
（
レ
デ
ィ
メ
イ

ド
・
オ
ー
ダ
ー
）、
骨
導
式
（
ポ
ケ
ッ

ト
型
・
眼
鏡
型
）
ほ
か
。

胸
助
成
額
…
市
が
定
め
る
額
と
購
入

費
の
う
ち
い
ず
れ
か
少
な
い
額
の
3

分
の
2
（
1
0
0
円
未
満
切
り
捨

て
）。

※
ま
ず
は
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

事
前
に
購
入
し
た
場
合
は
助
成
の
対

新
小
学
4
年
生
の
「
子
ど
も
医

療
費
助
成
受
給
券
」
の
更
新

　
今
年
、
小
学
4
年
生
に
な
っ
た
お

子
さ
ん
の
子
ど
も
医
療
費
助
成
受
給

券
は
、
有
効
期
間
が
3
月
　
日
ま
で

31

で
す
。

　
平
成
　
年
　
月
の
制
度
改
正
に
伴

24

12

い
、
中
学
3
年
生
ま
で
受
給
券
が
利

用
可
能
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
有

効
期
間
を
7
月
　
日
ま
で
更
新
し
た

31

受
給
券
を
、
3
月
　
日
に
送
付
し
ま

25

し
た
（
こ
の
更
新
に
つ
い
て
の
申
請

手
続
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　
受
給
券
が
届
か
な
い
場
合
は
、
左

記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

有
効
期
間
が
切
れ
た
受
給
券
は
、
左

記
窓
口
ま
た
は
各
支
所
・
出
張
所
・

保
健
セ
ン
タ
ー
に
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
（
緯

内
線
2
4
5
）。

福
祉

　
自
転
車
は
「
く
る
ま
」
で
す
。
自

転
車
は
、
歩
行
者
と
同
様
の
扱
い
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
転
車
の
絡
む
事

故
の
多
く
は
、
自
転
車
利
用
者
が
交

通
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
、
運
転
マ

ナ
ー
の
欠
如
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
て

い
ま
す
。

　結縁寺町内会は、
苛自治総合セン
ターの宝くじ助成
金で、老朽化した
みこしを修理しま
した（写真右）。
　新しくなったみ
こしは地区の秋祭
りに活用され、地
域住民の 親睦 や融

しんぼく

和に役立てられます。町内会活動の、ますま
すの活性化が期待されます。
■問 市民活動推進課市民活動支援班（緯内線
344）。

平
成
　
年
度
千
葉
県
調
理
師
試
験

25

■時 
7
月
　
日
峨
。

23

■場 
幕
張
メ
ッ
セ
国
際
展
示
場
（
千
葉

市
美
浜
区
）。

胸
願
書
配
布
…
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
印
旛
保
健
所
）
お
よ
び
印
旛

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
成
田
支
所
で
配

布
中
。

■申 
5
月
　
日
峨
～
　
日
牙
・
午
前
　

21

23

10

時
～
午
後
4
時
に
千
葉
県
印
旛
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
佐
倉
市
・
印
旛
合

同
庁
舎
内
）
へ
。

■問 
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
緯
0

4
3
―
4
8
3
―
1
1
3
4
）。

そ
の
ほ
か

■申 
4
月
　
日
峨
ま
で
に
代
表
者
氏

30

名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
胃

碓46 
9
0
3
1
へ
。

■問 
浅
海
（
■携 
0
9
0
―
1
8
8
0
―

6
2
7
2
）。

怯
第
8
回
小
林
鯉
の
ぼ
り
大
会

　
子
ど
も
は
ま
ち
の
宝
。
元
気
に

育
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
の
は
み
な
さ

ん
す
べ
て
の
願
い
で
す
。
そ
の
願
い

を
込
め
て
、
小
林
の
地
に
鯉
の
ぼ
り

を
青
空
に
泳
が
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
日
は
、　
匹
の
鯉
の
ぼ
り
と
子
ど

70

も
鯉
の
ぼ
り
3
街
0
0
0
匹
を
目
標

に
開
催
し
ま
す
。

■時 
5
月
5
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後

10

3
時
（
雨
天
中
止
）。

■場 
J
R
小
林
駅
北
口
前
広
場
、
ダ
イ

ヤ
リ
ッ
ク
ス
珂
前
。

■内 
祭
典
の
ほ
か
、
優
秀
作
品
表
彰
、

模
擬
店
、
子
ど
も
ゲ
ー
ム
、
舞
台
発

表
な
ど
。

■費 
無
料
。　
　

■他 
当
日
の
「
子
ど
も
遊
び
係
」
募
集

中
（
詳
し
く
は
左
記
へ
）。

※
　
匹
の
鯉
の
ぼ
り
は
、
4
月
　
日

70

14

～
5
月
5
日
の
土
・
日
曜
日
、
祝
日

に
掲
揚
。
子
ど
も
鯉
の
ぼ
り
は
日
本

医
科
大
学
千
葉
北
総
病
院
と
小
林
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
内
に
4
月
　
日
18

牙
～
5
月
2
日
牙
に
展
示
予
定
。

■問 
小
林
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
会
・

高
橋
（
緯
碓97 
2
5
7
7
）。

怯
コ
ス
モ
ス
新
体
操
ク
ラ
ブ
「
新
体

操
体
験
教
室
」

　
お
友
だ
ち
と
一
緒
に
新
体
操
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
4
月
　
日
臥
・
①
正
午
～
　
時
　

20

12

50

分
②
午
後
1
時
～
2
時
　
分
。

15

■場 
い
ず
れ
も
原
山
小
体
育
館
（
予

定
）。

■対 
①
5
歳
～
小
学
2
年
生
②
小
学
3

年
生
以
上
。

■定 
①
②
と
も
に
　
人
。

20

■費 
無
料
。

■申 
4
月
　
日
画
ま
で
に
左
記
へ
。

19

■問 
北
崎
（
■携 
0
8
0
―
4
1
5
7
―

0
9
1
5
・
■メール co

sm
o
s.k
itaza

k
i@
g
m
ail.co

m

）。

怯
第
3
回
印
西
市
民
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
大
会

　
さ
わ
や
か
な
若
葉
の
香
り
の
中
を

歩
き
ま
せ
ん
か
（
全
行
程
約
6
娃
）。

■時 
5
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後

19

10

3
時
（
予
定
）。

※
雨
天
時
は
　
日
蚊
に
順
延
。

26

■場 
美
瀬
の
林
公
園
に
集
合
（
駐
車
場

は
印
旛
支
所
）。

■対 
市
内
在
住
・
在
勤
の
成
人
を
代
表

と
す
る
2
～
4
人
の
チ
ー
ム
。

■定 
　
チ
ー
ム
。

60
■費 
一
人
1
0
0
円
（
保
険
料
な
ど
）。

パート衛

象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
5
7
）。

育
成
医
療
の
申
請
窓
口
の
変
更

　
千
葉
県
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
印
旛
保
健
所
）
が
窓
口
と
な
っ
て
い

た
育
成
医
療
は
、
4
月
1
日
か
ら
申

請
窓
口
が
印
西
市
社
会
福
祉
課
に
変

更
と
な
り
ま
し
た
。

【
制
度
に
つ
い
て
】

　
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
児
童
ま
た

は
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
将
来
障
が

い
を
残
す
と
認
め
ら
れ
る
疾
患
が
あ

る
児
童
が
、
そ
の
障
が
い
を
除
去
・

軽
減
す
る
効
果
が
期
待
で
き
る
手
術

な
ど
の
治
療
を
行
う
場
合
の
医
療
費

を
一
部
公
費
負
担
す
る
制
度
で
す
。

※
詳
し
く
は
社
会
福
祉
課
ま
で
。

栢 市内小学生が大健闘 栢
　去る3月4日、内野小学校
が第十回全日本小学校ホーム
ページ大賞を受賞したことを
称え、教育委員会教育長から
表彰状を内野小学校の代表児
童に手渡しました。
　この表彰は、スポーツの大
会および各種コンクールにお
いて優秀な成績を収め、功績
のあった児童および生徒（団体を含む）を表彰するものです。

怯内野小に印西市教育委員会児童・生徒表彰

　去る3月12日本埜第二小学校で『平成24年度いきいきちばっ
子「元気アップ・プラン大作戦」コンクール』の表彰式が行われ
ました。同コンクールは、千葉県教育委員会が推進する子どもた
ちの健康・体力づくりを目的とした取り組みの一つ。本埜第二小
学校では「自分で決めた運動を続ける」「野菜を毎日しっかり食
べる」など、全校児童がよりよい生活習慣を身に付けるための取
り組みを実施。家庭と連携しながら、一年間継続して行ったこと
も評価され、今回の受賞に至りました。
　県内で優秀賞に選ばれたのは三校。表彰式では、県教育委員会
の淺岡室長から学校・学
年代表児童へ優秀賞や認
定証が授与され、計画委
員会の児童からは、取り
組みの内容やその成果に
ついての発表がありまし
た。

怯いきいきちばっ子「元気アップ・プラン大作戦」
コンクールで本埜第二小が優秀賞を受賞

▲大木教育長（左）から賞状を授与

認定証を手にする本埜第二小児童た認定証を手にする本埜第二小児童たちち

　
交
通
ル
ー
ル
の
順
守
、
運
転
マ

ナ
ー
向
上
は
、
自
転
車
利
用
者
と
し

て
の
責
務
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
交
通

事
故
を
誘
発
し
な
い
自
転
車
運
転
を

こ
こ
ろ
が
け
ま
し
ょ
う
。

■問 
市
民
安
全
課
市
民
安
全
班
（
緯
内

線
7
1
2
）。

 毎
月
　
日
は
「
自
転
車
安
全
利
用
の
日
」

15

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
。

 宝くじ助成金で
　結縁寺町内会がみこしを修理

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド
　
パ
ー
ト
衛

胸おわびと訂正胸

　「平成25年度いんざい保健センターだ
より」に掲載されている市内医療機関（歯
科）のうち「牧の原モアはとがい歯科」
の所在地および「滝野歯科医院」「ガーデ
ンモール印西歯科」の電話番号の記載に
誤りがありました。
　正しくは下表のとおりですので、おわ
びして訂正いたします。
■問 健康増進課総務班（中央保健センター
内・緯碓42 5595）。

誤正訂正内容医療機関名

牧の原3－1牧の原1－3所在地牧の原モア
はとがい歯科

緯碓48 2118緯碓80 9511電話番号滝野歯科医院

緯碓80 9511緯碓48 2118電話番号ガーデンモール
印西歯科

平成２５年（２０１３）４月１５日号（４）


